
ＥＳＤで未来を創る高山社学 
― 郷土を誇りに思い、郷土を愛する児童生徒の育成 ― 

 

藤岡市教育委員会（群馬県） 

 

 

藤岡市は、群馬県の南西部に位置し、平成 26 年６月には、近代養蚕技術の向上に貢献した高山

社の功績を後世に残すため、市民と行政が一体となって活動し、「高山社跡」が「富岡製糸場と絹産

業遺産群」の構成資産として世界文化遺産に登録された。そこで、平成 25年から、全ての小・中学

校で、養蚕業の研究・教育機関であった高山社跡を教材として活用した９年間の学びのつながりの

ある「高山社学」を行っている。 

高山社学では、９年間を通して、高山社の歴史的価値について学び、郷土である藤岡市を誇りに

思い、郷土を愛する児童生徒を育成することをねらいとしている。 

 

本市はコミュニティ・スクールを基盤とし、ＥＳＤで未来を創る小中一貫教育の一層の充実によ

り、知・徳・体の調和のとれた人間形成を目指している。 

平成 29 年度からコミュニティ・スクールの実践研究を始め、市内５つの中学校区それぞれにひ

とつの学校運営協議会を置き、コミュニティ・スクールとしてスタートした。全市をあげて、コミ

ュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育を推進してきた確固たる土台を基に、未来の創り手

を育む教育のさらなる一歩を踏み出していく。 

 

（１）小中一貫「高山社学」の充実 

高山社学は、創始者である高山長五郎の功績や高山社の歴史的価値について学び、郷土（藤岡市）

を誇りに思い、郷土を愛する児童生徒を育てることを目指している。学習の中で、児童生徒は、高

山社の新たな養蚕技法「清温育」という「技術革新」と、全国への普及啓発に努めた「広がり」に

着目し、高山社が近代日本を大きく支えたことを学び、郷土に対する思いを深めている。 

具体的には、「高山社学ティーチャーズガイド１・２」（９年間を見通した指導の手引）と各中学

校区で作成した「高山社学系統表」（図１）を基に、教育委員会と学校がつながりをもって、小中一

貫した実践を進めている。また、教科横断

的なカリキュラムマネジメントを行い、未

来を創る小中一貫教育をさらに進めよう

としている。 

また、高山社跡を実際に見て触れること

で、歴史的価値に気付かせるというねらい

から、高山社顕彰会（地元有志団体）の見

学ボランティアに協力してもらい、小中学

校で発達段階に応じた内容で 1回ずつ見学

を設定している。その際には、小中学生用

の高山社跡見学資料（図２）を活用してい
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高山社学系統表（図１） 



る。現在高山社跡は母屋兼蚕室の修復・耐震補強の工事が続

いており、通常では見られない建物の構造部分や使用されて

いる木材等の様子の見学ができている。さらに、世界遺産で

ある富岡製紙場の見学をするなど、様々な体験を行った。 

（２）「高山社学」を柱とした実践例 

高山社跡が校区にある美九里西小学校では、「高山社学」を

柱として、３～６年生の総合的な学習の時間をＥＳＤの活動

に位置付けている。具体的には３年生では、身近な地域に関

する学習「美九里地区について調べよう」、４年生では「郷土

の誇り高山社」、５年生では、福祉に関する学習「地域の人々

とつながり支え合う社会」、６年生では「地域の歴史や文化を

知ろう」をテーマに各学年で探究的な学習を行っている。 

特に４年生は、高山社跡見学（図３）や富岡製糸場見学、

理科の授業を通して養蚕体験（図４）や座繰り体験（図５）

などに取り組んでいる。これらの体験学習や調査活動を踏ま

えて、児童一人一人が主体的に課題を追究し、３年生に発表

している。 

また、４年生が育てた繭の６年生への引き継ぎ式を行

い、卒業式のコサージュ作り（図６）を行うなど、学年を

またいだ、縦のつながりも重視している。美九里西小では、

これら一連の活動を通して、養蚕を支えてきた人々の工夫

や努力に対する敬意や蚕を大事に育てる気持ちを育んで

いる。また、高山社跡を地域教材として生かすことが、学

習意欲の向上につながり、地域の一員としての自覚を促す

ことにも大きく寄与している。 

 

 

子どもたちには、『ＥＳＤで未来を創る高山社学』を通して、郷土の宝である高山社について学ぶ

ことで、地域のよさや、地域との「関わり」、「つながり」を実感的に捉え、地域の一員として地域

を担い支えていく気持ちを育んでいってもらいたい。そして、地域の一員として地域に根ざした文

化や伝統を次の世代につないでいく意欲を高め、実社会の中で持続可能な地域づくりに主体的に関

わることができる郷土を愛する児童生徒に育ってほしいと願っている。 

４．おわりに 

高山社跡見学資料（図２） 
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卒業式のコサージュ作り（図６）        


